









































































ら、文字を書くことを望まなか たという大きな理由がある。事実 東京文化財研究所所蔵の十二通のうち （Ⅲ）に区分される、明治四十年代以降 書かれ 三通は、 明治三十九年
（一九〇六）
に結婚した小説家の岡田八千代が代筆したものである。





































ここに言及されている「石田益敏」 、 「中村勝治郎」 、 それから「東京の母」と「親
類の者」という人物こそが、京都・奈良時代においては岡田の最も近くにいた人物であり、このうち、次に述べるように、石田益敏、中村勝治郎、 「親類の者」がそれぞれ書簡を代筆したようである。　
この時代に書かれた八通の書簡について、とりわけ封筒に書かれている同一文字
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